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目次 

1 面 

 西日本で進む軍事基地強化の動き 

反基地運動への弾圧に抗議する 

岡本茂樹（ふくおか戦争政権に反対し行動する実行委員会） 

 

イスラエルのガザ制圧を許すな！ 

労働者・労働組合はパレスチナ連帯の行動を 

米丸かさね 

 

２面 

極右ファッショ勢力の台頭、排外主義拡大の流れに抗おう！ 

日本ナショナリズムにどう対抗し、解体するか 

排外主義反対のネットワークを！ 

高井弘之（戦争止めよう！沖縄・西日本ネットワーク共同代表） 

 

「日本人ファースト」と労働者・労働組合の闘い 

佐々木史朗（全統一労働組合） 

 

デマに踊る排外主義の迷妄 

前田朗（朝鮮大学校講師） 

 

３面 

スパイ防止法制定阻止の共同の闘いを 

萩尾健太（弁護士） 

 

 誰の「日本人」か 

井桁碧（ＶＡＷＷ ＲＡＣ／東日本部落解放研究所） 

 

 頻発する中国人襲撃事件 

中国敵視の排外主義と闘おう！ 

編集部 

 

集会案内 9 月 30 日(火) 壊憲ＮＯ！96 条改悪反対連絡会議の労働者・人民集会 

排外主義を許さず外国人労働者と共生する日本社会を築こう 

 

４面 

沖縄・南西諸島で相次ぐ反基地運動への弾圧に抗議する！ 

沖縄県警が目取真俊氏宅を家宅捜索 

運動潰し・言論弾圧を糾弾する！ 

友里恵 

 

ヘリ基地反対協議会の声明 

沖縄防衛局の人権無視の弾圧に強く抗議する 

 

安和桟橋事故で検察が書類送検の方針 

抗議参加者を犯罪者に仕立てる卑劣な攻撃 

枝川敏夫（沖縄県在住） 

 

５面 

エッセイ 



青春と分断と対話と 

――高校野球から見えた今 

川嶋ちさ子（看護労働者） 

 

集会案愛 9 月 19 日(金) 吾妻線の廃止を阻止する集会（群馬） 

 

宮古島で自衛隊が市民活動家を恫喝 

全国に抗議の声を広げよう！ 

大山歩 

 

ＨＯＷＳ講座 10 月 15 日(水) 琉球弧・宮古島の軍事要塞化と戦争準備（清水早子） 

 

６面 

祖国解放 80 年の別子銅山朝鮮人殉職者慰霊祭 

多くの方たちの力を得て開催 

真の朝・日友好を築く日まで走り続ける 

高正範（朝鮮総聯愛媛県本部委員長） 

 

前照灯 

女性がツェトキンに負うもの 

 

７面 

短期連載エッセイ 

「治安維持法」体制――１００年つづく労働者・人民の緊縛、その打破のために（上） 

共産主義運動の革命的進出を阻む韓国の「国家保安法」体制 

土松克典 

 

８～９面 

現在の米問題は自民党農政の失敗の結果 

今こそ排外主義に抗う労農連帯を！ 

鈴木友陽（全農林労働組合分会執行委員） 

 

国際短信 世界のいま 

 〈アンゴラ〉ＩＭＦの経済改革に反対するストライキが政治闘争に発展 

千綿くう 

 

〈インド〉パレスチナ連帯運動が進展 

浜豊かえで 

 

〈ブラジル〉農村部における暴力は資本の制度 

柳咲人 

 

〈アメリカ〉朝鮮人民サミットが開催 

杉林佑樹 

医学誌『ランセット』による衝撃的な研究 

西側諸国の「制裁」は年間 50万人を虐殺している 

大村歳一 

 

『国際主義』第 11号 7月発行 

 

10面 

もうええかげんにせい、関西電力 

原発増設許すな！ やめろ、美浜での地質調査 

稲村守（さいなら原発・びわこネットワーク） 



 

放射能汚染と向かい合うための基礎知識（44） 

放射能・放射線災害の歴史２：Ｘ線の発見 

今中哲二（京都大学複合原子力科学研究所研究員） 

 

次世代に渡す希望のバトン 

高校無償化大阪地裁の勝利判決から８年 

高己蓮（大阪朝鮮高級学校元オモニ会会長） 

 

11面 

エッセイ 

わたしたちの時間 ―― 疲れと暇 

吉田晶子（精神保健福祉士） 

 

ＨＯＷＳ講座 

『究極Ｑ太郎詩集 散歩依存症』――朗読と意見交換 

依存症が誘う「革命」へのプロムナード 

伊集院隆史（明治大生） 

 

紙つぶて 

冤罪の背景は「経済安全保障」 

土田宏樹（東京都在住） 

 

埼玉県から敗戦後 80年の現在地を思う――参院選を終えて 

伊地知柊三（埼玉県在住） 

 

12面 

『労働者文学』94号の読みどころ 

時代を映し出す作品群 

大畑龍次（労働者文学会会員） 

 

頂門一針 

 子どもの絵 

 

書評 『抵抗川柳句集』（レイバーネット日本川柳班編著） 

さらなる穿ちの尖鋭化、集団制作の深化を 

楜沢健（文芸評論家） 

 

書評 『ユーモアの鎖国 新版』（石垣りん著） 

戦争の足音が大きくなるいまだからこそ 

岡野奈保美（埼玉県春部市在住） 

 

編集部発 

 

 


